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展
覧
会
記
録

阿

部

裕

編

樹

(
1
)

「
鯖
江
か
ら
近
代
を
拓
い
た
矢
代
操
」
展

主
催

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
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(
2
)
第
お
回
明
治
大
学
中
央
図
書
館
企
画
展
示

「
中
田
正
子
展

明
治
大
学
が
生
ん
だ
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
」

展覧会記録(阿部)

明
治
大
学
図
書
館

主
催

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

鳥
取
市
歴
史
博
物
館
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矢代操
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中田正子

記
録
で
あ
る
。

以
下
は
、

二
O
一
0
年
度
に
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
主
催
者
の

一
員
と
し
て
開
催
し
た
企
画
展
(
た
だ
し
小
史
展
は
除
く
)
の

前
半
部
は
、
「
鯖
江
か
ら
近
代
を
拓
い
た
矢
代
操
」
展
、
後
半
部
は
「
中
田
正
子
展
|

|
明
治
大
学
が
生
ん
だ
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
」

の
記
録
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
解
説
パ
ネ
ル
等
の
執
筆
に
あ
た
っ
た
担
当
者
名
を
冒
頭
に
記
し
、
当
時
の
所
属
を

(

)
で
付
し
た
。
た

だ
し
、
執
筆
分
担
は
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
誌
収
録
に
あ
た

っ
て
、
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
二
O
O
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
「
創
立
者
出
身
地
巡
回
展
」
に
つ
い
て
の
総
括
は
、
本
誌

所
収
の
鈴
木
秀
幸
「
創
立
者
出
身
地
巡
回
展
の
い
き
さ
つ
と
今
後
」
を
ご

一
読
い
た
だ
き
た
い
。



(
1
)
 
「
鯖
江
か
ら
近
代
を
拓
い
た
矢
代
操
」

展

ま
ず
、
前
半
部
は
、
二
O
一
O
年
九
月
一
八

日
(
土
)
か
ら
、
一
O
月
一

O
日
(
日
)
ま
で
、

福
井
県
鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
に
お
い
て
開
催
し

た
「
鯖
江
か
ら
近
代
を
拓
い
た
矢
代
操
」
展
の

記
録
で
あ
る
。
同
展
覧
会
の
主
催
者
は
明
治
大

学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
と
鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
で

あ
る
。

な
お
、
展
覧
会
会
期
中
に
は
、

明
治
大
学

展覧会記録 (阿部)

鯖
江
市
連
携
講
座
と
し
て
「
幕
末
維
新
期
の
鯖

江
落
と
矢
代
操
」
と
題
し
た
講
演
会
(
全
二
回
)

も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
講
演
会
の
明
治
大
学

の
主
管
は
社
会
連
携
事
務
室
で
あ
る
。

鈴
木
秀
幸
(
明
治
大
学
調
査
役
)

阿
部
裕
樹

竹
内
信
夫

(
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
)

(
鯖
江
市
教
育
委
員
会
)

鯖江市まなべの館

鯖江市まなべの館駐車場入口に設置された展覧会

案内板

-169一
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ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
と
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
共
催
に
よ
り
、
鯖
江
出
身
で
明
治
大
学
創
立
者
の
矢
代
操
の
展
覧

第33集

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

矢
代
操
は
一
八
五

(
嘉
永
五
)
年
に
鯖
江
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
維
新
と
と
も
に
務
の
選
抜
生
と
し
て
上
京
。
近
代
田

大学史資料センタ一報告

家
を
担
、
っ
ベ
く
、
大
学
陶
校
で
最
新
・
最
高
の
学
問
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
司
法
官
僚
を
養
成
す
る
司
法
省
法
学
校
に
転
学
し
、

ブ
ラ

ン
ス
法
に
基
づ
く
法
学
の
習
得
に
つ
と
め
ま
し
た
。

卒
業
後
は
法
制
官
僚
と
し
て
元
老
院
や
貴
族
院
等
で
立
法
事
業
に
遁
進
し
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
講
法
学
社
等
に
お
け
る
教
育
経
験
を
生

つ
い
に
明
治
法
律
学
校
(
の
ち
の
明
治
大
学
)

の
創
立
に
参
画
し
ま
し
た
。

一
方
、
自
ら
研
績
に
努
め
、
法
律
学
の
教
育
に
尽
力

か
し
、
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
問
、
常
に
郷
里
・
鯖
江
の
こ
と
を
想
い
、
後
進
の
育
成
を
も
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

(
明
治
二
四
)
年
に
わ
ず
か
三
八
歳
に
て
早
世
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
な
お
そ
の
精
神
は
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

-170一

矢
代
操
は
、

J¥ 
九

本
展
示
に
よ
り
そ
の
遺
業
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
鯖
江
市
と
明
治
大
学
の
一
回
の
交
流
の
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

二
O
一
O
(平
成
三
一
)
年
九
月

鯖
江
市
ま
な
べ
の
館

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー



鯖
江
時
代
の
矢
代

(1)
鯖
江
藩

一
七
二

O
(享
保
五
)
年
の
成
立
。
若
越
(
稲
井
県
)
に
お
か
れ
た
藩
で
は
も
っ
と
も
新
し
い
藩
で
あ
る
。
藩
主
は
間
部

氏
と
い
い
、
初
代
藩
、
五
詮
一
一
言
以
降
九
代
継
承
し
、
廃
務
置
県
を
迎
え
て
い
る
。
所
領
は
A
f
h
仏
郡
・
丹
生
郡
・
大
野
郡
で
一
一
一
一

O
カ
村
余
、

石
高
は
五
万
石
で
あ
っ
た
。
城
下
町
は
、
武
家
屋
敷
地
と
し
て
北
陸
道
を
は
さ
ん
で
上
新
町
、
古
町
、
寺
町
、
下
新
町
な
ど
を
置
い
た
。

鯖
江
藩
は
、

藩
家
臣
団
は
士
分
(
上
士
・
中
上
・
下
士
)
、
卒
分
に
大
別
き
れ
、
明
治
の
資
料
に
よ
る
と
土
分
三
二

一
軒
、
卒
分
一
一
一

O
三
軒
と
あ
る
。

間
部
家
文
書

-171ー

鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
所
蔵

鯖
江
藩
主
間
部
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
。
国
許
鯖
江
の
公
用
日
記
や
江
戸
屋
敷
か
ら
の
書
状
綴
り
で
あ
る
御
用
状
、
藩
校
蔵
書
な
ど
か

ら
な
り
、
鯖
江
藩
史
研
究
に
関
す
る
基
本
史
料
で
あ
る
。
鯖
江
市
指
定
文
化
財
。

綱
家
人
明
細
帳

鯖
江
市
高
慶
寺
所
蔵

展覧会記録(阿部)

鯖
江
藩
主
間
部
家
に
仕
え
た
失
代
家
の
各
代
に
つ
い
て
、
家
将
相
続
年
月
日
・
役
職
の
変
遷
と
そ
の
禄
高
、
隠
居
年
月
日
、
没
年
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
矢
代
操
に
つ
い
て
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。

鯖
江
藩
日
記

松
本
美
太
(
矢
代
操
)
が
藩
校
新
徳
館
の
素
読
掛
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
長
太
が
藩
校
の
教
官
に
な
っ
た
こ
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と
を
示
し
て
い
る
。
素
読
と
は
、
文
字
だ
け
を
声
を
出
し
て
読
む
方
法
(
慶
応
二
年
八
月

八
日
条
)
。

第33集

(2)
藩
校
進
徳
館

一
八
一
四
(
文
化
一
一
)
年
五
月
、
六
代
藩
主
詮
允
が
開
設
し

た
「
稽
古
所
」
が
そ
の
前
身
で
あ
る
。
稽
古
所
で
は
芥
川
玉
浬
(
徹
)
を
師
範
と
し
、
儒

鯖
江
藩
校
進
徳
館
は
、

大学史資料センタ←報告

学
を
中
心
と
し
た
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

一
八
四
二
(
天
保
二
一
一
)
年
間
月
、
七
代

藩
主
詮
勝
は
稽
古
所
を
進
徳
館
と
改
称
し
、
規
則
や
学
規
を
改
定
す
る
な
ど
藩
校
の
発
展

一
八
四
六
(
弘
化
三
)
年
の
教
師
陣
は
、
師
役
一
名
、
斉
長
二
名
、
世
話
人
、

素
読
掛
で
あ
っ
た
。
師
役
以
外
は
生
徒
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
。
藩
主
が
望
ん
で
の
〔
直

を
図
っ
た
。

試
」
、
重
役
が
望
ん
で
の
「
考
試
」
な
ど
の
試
験
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

進
徳
館
蔵
書
(
鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
所
蔵
)

鯖
江
藩
の
藩
校
が
「
進
徳
館
」
で
、
そ
の
鯖
江
藩
校
進
徳
館
で
保
管
さ
れ
て
い
た
蔵
書

類
を
総
称
し
て
「
進
徳
館
蔵
書
」
と
い
う
。
四
書
五
経
や
歴
史
書
の
漢
籍
が
中
心
で
一
部

の
図
書
に
は
「
進
徳
館
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

(7代)

一一矢代採
1869-'1'相続

rー(男子)

|トー(女子)

まさ し一(男子)

峨
楠

山
川
代
待

作
ゆ
矢
問

(4代略)

(初代)

矢代丈七(え助)一一
1762年骨徒格取立

矢代操関係系図

f (姉)
長A四~~
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中村助九郎



E 

上
京
と
遊
学

一
八
七

O

(
明
治
三
)
年
、
矢
代
操
は
鯖
江
務
た
だ
一
人
の
選
抜
生

(
貢
進
生
)
と
し
て
東
京
に
遊
学
。
大
学
南
校
か
ら
司
法
省
法
学
校
へ

と
転
学
し
ま
す
。
こ
の
司
法
省
法
学
校
と
は
法
制
の
整
備
等
に
よ
り
、

い
ち
早
く
欧
米
列
強
並
の
一
等
国
を
め
ざ
す
た
め
、
明
治
政
府
が
設
立

し
た
エ
リ
ー
ト
官
僚
養
成
の
学
校
で
す
。

鯖
江
藩
を
背
負
っ
て
立
つ
矢
代
は
病
魔
に
冒
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
激
し
く
厳
し
い
教
育
に
耐
え
、
全
う
し
ま
し
た
。

貢
進
生
一
八
七

O

(明
治
三
)
年
、
今
後
の
国
家
運
営
を
担
う
た
め
の
人
材

発
掘
を
企
図
し
た
明
治
政
府
は
、
各
藩
に
命
じ
て
若
く
て
優
秀
な
人
材

を
、
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
(
現
在
の
東
京
大
学
)
に
入
学
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
人
数
と
し
て
、

一
五
万
石
以
上
の
大
藩
で
三
名
、
五
万
石

展覧会記録(阿部)

以
上
の
中
藩
で
二
名
、
五
万
石
未
満
で
一
名
が
割
り
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

の
ち
に
明
治
法
律
学
校
を
創
立
す
る
岸
本
辰
雄
(
鳥
取
藩
)
、
宮
城

浩
蔵
(
天
童
藩
)
、
そ
し
て
矢
代
操
(
鯖
江
藩
)

は
、
い
ず
れ
も
貢
進

生
で
し
た
。

みQ'jユ 寄りす''1i・有
~ ~ち砂 1'l. .H rJ 主;~
パてきi1~ ，j>. iiず

13itJ?:空
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履歴書 (1880年頃)
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司
法
省
法
学
校

司
法
省
法
学
校
の
前
身
に
あ
た

J¥. 
七

(明
治

る
明
法
寮
は

第33集

四
)
年
九
月
、
法
律
家
養
成
な
ど

を
目
的
と
し
て
司
法
省
内
に
設
立

大学史資料センタ一報告

さ

れ

ま

し

た

。

明

法

寮

は

一
八
七
五

(明
治
人
)
年
五
月
に

廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
法
律
家
養
成

機
関
は
本
省
内
に
移
り
、
司
法
省

法
学
校
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

教
師
に
は
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
ら
フ

ラ
ン
ス
人
法
学
者
が
あ
た
り
、
最

新
の
法
学
を
講
義
し
ま
し
た
。
こ

の
法
学
校
出
身
者
に
は
、

の
ち
に

法
曹
界

・
政
界
等
で
活
躍
す
る
人

物
が
多
数
お
り
、
現
在
で
は
日
本

近
代
法
学
の
母
胎
と
な

っ
た
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

成績上申書 (1876年)

ボワソナードを囲んだ記念写真(明治期)

-174一



E 

立
法
事
業

へ
の
参
画

社
会
に
出
た
矢
代
は

元
老
院
、
さ
ら
に
貴
族

院
等
々
に
就
職
。
明
日

の
日
本
を
担
う
べ
く
立

法
事
業
に
当
り
ま
し

た
。
と
り
わ
け
矢
代
は
貴
衆
両
院
の
規
則
を
は
じ
め
立
憲
政
治
に
と
っ
て
重
要
な

法
案
の
起
草
や
施
行
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、
そ
の
地
道
で
真
撃
な
勤
務
姿
勢
は
高

く
-評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
背
景
に
は
学
校
卒
業
後
も
法
学
研
究
に
刻

苦
勉
励
し
た
、

い
わ
ゆ
る
自
に
見
え
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
法
学

明
治
維
新
に
よ
っ
て
近
代
国
家
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
日
本
は
、
政
治
・経
済
・

展覧会記録 (阿部)

ポワソナード (明治期)

辞令 (元老院、 1881年)

一175-

教
育

・
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
近
代
化
を
推
進
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
分
野
ご
と
に
近
代
化
の
模
範
と
す
べ
き
猷
米
先
進
国
家
は
異
な
っ
て
お
り
、
国
家
運
営
の
基
礎
と
な
る
憲
法

・
法
律
の
整
備

訴
訟
法
、
刑
法
、
治
罪
法
か
ら
な
る
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
」
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
フ
ラ
ン
ス
を
モ
デ
ル
と
し
た
法
典
編
纂
を
企
図
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
民
法
、
商
法
、
民
事



大学史活動

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド

一
八
二
五

Q
C
2
ω
く

o
m
ヨ=∞
o-ωωOコ
ω
a
o
a
o
明

O
コH
m凶「

ω
E
O

一
八
七
三

(
明
治
六
)
年

(文
政
八
)
年
、
パ
リ
郊
外
の
パ
ン
セ
ン
ヌ
生
ま
れ
。
パ
リ
大
学
で
古
典
学

・
法
律
学
を
修
め
、

日
月
、
日
本
人
へ
の
法
学
教
育
と
法
典
編
纂
の
た
め
来
日
し
ま
し
た
。
法
学
者
の
育
成
と
、
治
罪
法

(の
ち
の
刑
事
訴
訟
法
)
、
刑
法
、

第33集

民
法
の
編
纂
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
民
法
に
つ
い
て
は
、

一
八
九
五

(明
治
二
八
)
年
の
帰
国
に
際
し
、
勲

一
等
瑞
宝
章
を
受
章
。

九

O 

(明
治
四
三
)
年
没
。

大学史資料センタ一報告

い
わ
ゆ
る
民
法
典
論
争
が
起
こ

っ
て
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

岸本辰雄
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宮城浩蔵



N 

明
治
法
律
学
校
の

創
立

司
法
省
法
学
校
卒
業
時
に
お
け

る
師
・
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
の
こ
と
ば

で
あ
る
「
日
本
人
に
よ
る
日
本
人

へ
の
法
学
教
育
」
を
使
命
と
し
て

い
た
矢
代
は
、
卒
業
後
、
法
律
私

塾

・
講
法
学
社
等
の
経
営

・
教
育

に
参
画
し
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に

)¥ 
)¥ 

(
明
治
一
四
)
年
、
東

京
数
寄
屋
橋
に
専
門
学
校
と
し
て

明
治
法
律
学
校
(
の
ち
の
明
治
大

学
)
を
、
司
法
省
法
学
校
時
代
の

開校当初の明治法律学校(想像図)

品
開
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uva現
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・・・・・
a
b
.
，.，
a
h
.
，.，
R
s
n

学
友
の
岸
本
辰
雄

・
宮
城
浩
蔵
と
と
も
に
開
校
し
ま
す
。
こ
の
時
、
矢
代
は
わ
ず
か
二
八
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。

展覧会記録(阿部)
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明治法律学校設立の趣旨

矢
代
は
「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
で
も
あ
る
」
と
い
う
教
育
精
神
に
よ
り
、
得
意
と
す
る
民
法
を
中
心
に
、
具
体
事
例
を
あ
げ
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
、
丁
寧
で
熱
心
な
指
導
が
評
判
と
な
り
ま
し
た
。



大学史活動

講
法
学
社

矢
代
は
、
明
治
法
律
学
校
創
立
以
前
に
、
法
律
私
塾

講
法
学
社
の
運
営
に
携
わ
り
ま
す
。

第33集

同
社
は
、
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
に
北
畠
道
竜
に
よ
っ

て
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
出
資
者
と
学
生
の
対
立
が

大学史資料センタ一報告

起
こ
り
、
学
生
ら
は
当
時
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
矢
代

・
岸

本
辰
雄

・
宮
城
浩
蔵
に
新
学
校
創
立
を
願
い
ま
し
た
。
矢

代
ら
が
こ
れ
に
応
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
法
律
学
校

が
開
校
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

講
法
会
一
八
八

0
年
代
後
半
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
と

国
会
開
設
を
控
、
ぇ
、

一
方
で
現
在
の
司
法
試
験
の
内
容
が

大
き
く
変
化
し
た
時
期
で
も
あ
り
、
法
学
へ
の
需
要
が
拡
大
し
た
時
期
で
し
た
。

逮
捕
岬
玖
治
相
晴
叫
眠
時
坤
摂
持

ee

a
 

品
4

智

治

約

偽

‘

4

H
隠

種

符

E

存

，

'
 

d
p
 

d
F
 

明
治
二
+
ニ
卑
+
二
月
九
回
投
史

説

5去

世

置

貌

則

(階
事
校
現
知
銀
事
}

講法会規則 (1889年)
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明
治
法
律
学
校
は
、
そ
の
よ
う
な
需
要
を
受
け
、

一
八
八
七
(
明
治
二

O
)
年
一

O
月
に
、
現
在
で
言
う
通
信
教
育
担
当
機
関
と
し
て

講
法
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
会
で
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
講
義
録
を
次
々
に
刊
行
し
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

一
八
九
七
(
明
治
二
一

O
)
年
、
講
法
会
は
明
治
法
律
学
校
出
版
会
と
な
り
、
講
義
録
に
と
ど
ま
ら
ず
専
門
書
の
刊
行
も
担
う
こ
と
と
な



V 

周
辺
と
の

交
流

矢
代
は
司
法
省
法
学
校

以
来
の
学
友
の
聞
で
は
、

常
に
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
司
法
界
で
は
異
な

る
立
場

・
考
え
方
の
人
達

と
も
進
ん
で
交
流
に
っ
と

め
ま
し
た
。

ま
た
地
域
に
お
け
る
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
。
鯖
江
の
人
々
の
聞
で
は
「
東
京
に

行
っ
た
な
ら
、
矢
代
の
家
を
訪
問
せ
よ
」
と
ま
で
言
い
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

長
直
四
郎
と
常
平
社

展覧会記録(阿部)

矢
代
に
は
、
公
私
に
わ
た
り
、
非
常
に
幅
広
い
交
友
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

長直四郎

記念写真 (1884年)
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理
屋
)
そ
の
交
友
関
係
の
ひ
と
つ
の
拠
点
が
、

神
田
橋

(現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
内
)
近
く
で
営
ま
れ
て
い
た
常
平
社
と
い
う
仕
出
し
屋
(
料

で
す
。
経
営
者
は
矢
代
の
妻
「
ま
さ
」
の
父

・
中
村
助
九
郎
で
す
。

ま
た
、
「
ま
さ
」
の
姉
は
長
直
四
郎
(
お
さ
・
な
お
し
ろ
う
)
と
い
う
人
物
に
嫁
ぎ
ま
す
。
そ
の
関
係
も
あ
り
、
長
は
開
校
当
初
の
明



大学史活動

治
法
律
学
校
へ
資
金
援
助
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

第33集

剣
山

三
人
目
)

一
八
八
四

(
明
治
一
七
)
年
の
記
念
写
真
を
見
る
と
、
中
列
左
端
に
矢
代
を
確
認
で
き
ま
す
。
矢
代
は
、
西
国
寺
公
望
(
同
列
左
か
ら

大学史資料センタ一報告

や
宮
城
浩
蔵
(
同
列
右
か
ら
三
人
目
)
と
比
べ
る
と
、
身
長
も
高
く
体
格
も
立
派
に
見
え
ま
す
。

矢
代
の
身
長

・
体
重
は
不
明
で
す
が
、
明
治
時
代
の
大
関
「
剣
山
」

(身
長
一
七
七

m
・
体
重
一
二

O
同
)
と
体
格
比
べ
を
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。

矢代操胸像・明治大学駿河台キャンパス

-180一

矢代操胸像 ・鯖江市まなべの館



羽

矢
代
操
の
継
承

矢
代
が
明
治
法
律
学
校
の
設
立
趣
旨
に
掲
げ
た
「
権
利
自
由
」
、
「
同
心
協
力
」
は
そ
の
後
、
明
治
大
学
の
建
学
の
精
神
と
し
て
、
今
日

ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

(
平
成
一
三
)
年
に
は
明
治
大
学
に
、
三

O
O
三
(
同
一
五
)
年
に
は
鯖
江
市
に
と
、
双

方
に
矢
代
操
胸
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
鯖
江
に
生
ま
れ
育
ち
、
東
京
・
明
治
大
学
で
活
躍
し
た
矢
代
の
精
神
・
思
想
は
今
後
も
継
本
さ

そ
し
て
、
そ
の
偉
業
を
顕
彰
し
て
二

O
O
一

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

矢
代
操
の
民
法
論
の
特
色

著
書
か
ら
み
る
矢
代
の
民
法
論
の
特
色
と
し
て
、
①
得
意
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
当
時
の
日
本
民
法
を
比
較
し
な
が
ら
説
明
し
て
い

る
点
、
②
条
文
の
解
釈
に
柔
軟
性
が
見
ら
れ
る
点
、
③
自
己
の
見
解
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
簡
潔
・
丁
寧
に
説
明
す
る
点
な
ど
を
指
摘
で
き

-181一

ま
す
。特
に
③
の
背
景
に
は
、
師
・
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
の
「
日
本
人
に
よ
る
日
本
人
へ
の
法
学
教
育
」
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
し
た
。
同
志
・
岸

本
辰
雄
も
、
矢
代
を
「
日
本
人
ニ
シ
テ
日
本
人
ニ
向
テ
法
律
学
ヲ
教
授
」
し
た
最
初
の
人
物
と
評
し
て
い
ま
す
。

展覧会記録(阿部)

矢
代
操
の
主
な
著
作

矢
代
操
は
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
、
法
学
関
係
の
啓
発
書
や
講
義
録
な
ど
を
著
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
に
「
仏
国
民
法
財
産

相
続
表
』
(
一
八
七
七
年
)
、
『
日
本
刑
法
講
義
」
(
一
八
八
一
年
)
、
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
著
作
の
う
ち
、
『
仏
国
民
法
講
義
』
(
一
八
八
八

年
)
は
、
明
治
大
学
創
立
一

0
0
周
年
に
際
し
復
刻
・
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。



大学史活動

鯖
江
市
街
地
実
測
図

明
治
九
年
一
二
月
、
地
租
改
正
の
折
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
で

あ
る
。
こ
の
絵
閣
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
、
土
地
‘
筆
ご
と
に
、

第33集

土
地
の
番
号
、
面
積
、
所
有
者
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
と
の
時
点
で
は
、
旧
鯖
江
藩
士
の
名
も
多
く
見
え
る
。

大学史資料センター報告

本
図
は
廃
藩
置
県
か
ら
お
よ
そ
五
年
を
経
た
明
治
九
年
に
お

け
る
旧
鯖
江
城
下
の
都
市
景
観
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
な
資

料
と
い
え
る
。
矢
代
操
の
居
宅
は
面
積
二
五
歩
と
あ
る
。

鯖江藩士松本伝吾の3男として誕生
藩校進徳舘入学

鯖江藩士矢代潤蔵の養子となる

貢進生として上京，大学南校入学

明法寮(のちの司法省法学校)入学

法律私豊島・講法学杜の経営・教育に参画

明治法律学校(現，明治大学)創立

法律学士号取得

元老院書記官

貴族院書記官・同議事課長

死去

矢代操略年譜

1852 (嘉永5)年
1861 (文久元)年
1869 (明治2)年
1870 (明治3)年
1874 (明治7)年
1876 (明治9)年
1881 (明治14)年
1884 (明治17)年
1886 (明治19)年
1890 (明治23)年
1891 (明治24)年

明治大学に矢代操胸像鐙立

鯖江市に矢代操胸像建立

2ω1 (平成13)年
2003 (平成15)年



展覧会記録(阿部)
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(
2
)
 
「
中
田
正
子
展
|
|
明
治
大
学
が
生
ん
だ
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
」

阿
部
裕
樹

(
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
)

続
い
て
後
半
部
は
、
二

O
一
O
年一

O
月
一
六
日
(
土
〉
か
ら
、
一
一

O
一

年
一
月
一
一
八
日
(
金
)
ま
で
、
明
治
大
学
中
央
図
書
館
ギ
ヤ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
開
催
し
た
「
中
田
正
子
展
|
|
明
治
大
学
が
生
ん
だ
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
」
の
記
録
で
あ
る
。

本
誌
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
展
示
パ
ネ
ル
お
よ
び
資
料
の
一
部
を
収
録
し
た
。
原
稿
に
つ
い
て
は
展
覧
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
展
示
資

料
の
全
容
に
つ
い
て
は
稿
末
の
「
展
示
リ
ス
ト
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
算
用
数
字
は
漢
数
字
に
改
め
た
。

ま
た
、
テ
キ
ス
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
『
日
本
初
の
女
性
弁
護
士

-185-

中
田
正
子
』
(
二

O
O
六
年
)
か
ら
多
く

を
参
照
、
引
用
し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
展
覧
会
会
期
中
に
は
、
明
治
大
学
・
鳥
取
県
連
携
講
座
(
後
援
・
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
)
と
し
て
「
鳥
取
県
と
明
治
大
学
|
|

日
本
初
の
火
性
弁
護
士
中
田
正
子
と
明
治
大
学
創
立
者
岸
本
辰
雄
」
と
題
し
た
講
演
会
(
全
四
回
、
下
記
)
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
講

演
会
の
明
治
大
学
の
主
管
は
社
会
連
携
事
務
室
で
あ
る
。

「
鳥
取
県
と
明
治
大
尚
子
|
|
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
中
田
正
子
と
明
治
大
学
創
立
者
岸
本
辰
雄
」

展覧会記録(阿部)

明
治
大
学
出
身

鳥
取
で
活
躍
し
た
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
・
中
田
正
子

第
一
回
講
師

山
泉

進
(
明
治
大
学
副
学
長
、
同
法
学
部
教
授
、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
副
所
長
)

奥
村
寧
子
(
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
)

第

[司

明
治
大
学
専
門
部
女
子
部
の
誕
生
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第
三
回

第
四
回

講
師

長
沼
秀
明
(
明
治
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員
)

鳥
取
出
身
の
明
治
大
学
創
立
者
・
岸
本
辰
雄

講
師

村
上
一
博
(
明
治
大
学
法
学
部
教
授
、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
)

自
主
・
自
立
を
胸
に
法
の
扉
を
叩
き
続
け
た
女
性
法
律
家
の
あ
ゆ
み
を
語
る

講
師

横
溝
正
子
(
弁
護
士
)
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ご
あ
い
さ
つ

本
展
覧
会
で
と
り
あ
げ
ま
す
中
田
(
旧
姓
田
中
)
正
予
弁
護
士
(

九
一

O
|二
O
O
二
)
は
、
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
の
ひ
と
り
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
田
正
子
弁
護
士
は
、

一
九
一

O
(明
治
四
三
)
年

ご
月
に
現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
府
立
第
二
高
等
女
学
校
、

女
子
経
済
専
門
学
校
、
日
本
大
学
選
科
生
を
経
て
、
一
九
二
一
四
(
昭
和
九
)
年
に
明
治
大
学
専
門
部
女
子
部
三
年
次
に
編
入
学
し
ま
し
た
。

女
子
部
卒
業
後
は
明
治
大
学
法
学
部
に
進
学
し
勉
強
に
励
ん
だ
結
果
、
同
窓
で
あ
る
久
米
愛
・
三
淵
嘉
子
両
氏
と
と
も
に
、
一
九
三
人
(
昭

和
三
ニ
)
年
に
高
等
文
官
司
法
科
試
験
を
突
破
し
女
性
弁
護
士
の
一
扉
一
を
初
め
て
開
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
田
弁
護
士
は
、

一
九
四
五
(
昭
和
二

O
)
年
に
夫
の
郷
里
で
あ
る
鳥
取
県
に
移
り
住
み
ま
す
。
そ
の
五
年
後
に
は
、
鳥
取

-187ー

市
内
に
中
田
正
予
法
律
事
務
所
を
開
業
し
、
長
き
に
わ
た
り
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
鳥
取
県
弁
護
土
会
会
長
(
女
性
初
)
、
日

本
弁
護
士
連
合
会
理
事
(
女
性
初
)
な
ど
の
要
職
を
腰
慌
し
、
勲
四
等
瑞
宝
章
な
ど
を
受
章
す
る
な
ど
、
数
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
を
養
成
し
た
明
治
大
学
専
門
部
女
子
部
・
同
法
学
部
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

展覧会記録(阿部)

(
明
治
一
四
)
年
一
月
に
明
治
法
律
学
校
と
し
て
開
枚
以
来
、
数
多
く
の
法
曹
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
を
経
て
、
徐
々
に
女
性
の
社
会
進
出
が
要
請
さ
れ
始
め
た
昭
和
初
期
、
明
治
大
学
は
時
代
に
先

駆
け
て
専
門
部
女
子
部
を
設
置
し
、
学
部
と
同
じ
教
員
が
最
新
の
法
学
や
経
済
学
を
講
義
し
ま
し
た
。
こ
の
女
子
部
が
、
日
本
初
の
女
性

ご
存
知
の
よ
う
に
、
明
治
大
学
は
一
八
八

弁
護
士
誕
生
の
大
き
な
背
景
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
公
布
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
に
よ
り
、
法
制
上
は
男
女
平
等
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
女
性
法
曹
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
中
田
弁
護
士
の
よ
う
な
先
人
の
活
躍
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
後
進
の
還
が
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。



大学史活動

家
族
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
ご
助
言
・
ご
援
助
を
賜
り
ま
し
た
中
田
弁
護
士
の
ご

第33集

二
O
一
O
年
一

O
月

大学史資料センタ一報告

明
治
大
学
図
書
館

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

鳥
取
市
歴
史
博
物
館

中国正子
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中田正子



生
い
立
ち

中
田

|日
姓
田
中

正
子
は

一
九
一

O
(明
治
四
三
)
年
一
二
月
一
日
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
生
れ
ま
し
た
。

一
九
二
三
(
大

正
三
一
)
年
に
女
子
師
範
付
属
小
学
校
(
現
、
文
京
区
竹
早
小
学
校
)
を
、
一
九
二
八
(
昭
和
一
二
)
年
に
東
京
府
立
第
二
高
等
女
学
校
(
現
、

都
立
竹
早
高
等
学
校
)
を
卒
業
、
そ
の
後
、
新
渡
戸
稲
造
が
校
長
を
務
め
て
い
た
女
子
経
済
専
門
学
校
(
現
、
新
一
様
戸
文
化
学
同
)
に
進

学
し
ま
す
。
同
校
で
は
、
新
渡
戸
を
は
じ
め
吉
野
作
造
(
政
治
学
)
や
我
妻
栄
(
法
律
)
ら
に
学
び
ま
し
た
。

九

女
子
経
済
専
門
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
「
も
っ
と
学
聞
が
し
て
み
た
い
L

と
考
え
る
よ
う
に
な
ワ
て
い
ま
し
た
。

新
渡
戸
稲
造
(
一
八
六
二
|
一
九
三
三
)

五
千
円
の
肖
像
と
し
て
知
ら
れ
る
新
渡
戸
稲
造
は
、
農
学
者
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
昭
和
六
)
年
、

一九
O
O
(明
治
一
二
三
)

189一

年
に
英
文
で
執
筆
さ
れ
た
『
武
士
道
」
は
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

士
A
F

れ~、

一
九
二
八
(
昭
和
一
一
一
)
年
に
女
子
経
済
専
門
学
校
初
代
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

我
妻

栄
こ
八
九
七
|
一
九
七
三
)

ど
を
歴
任
、

一
九
六
四
(
昭
和
三
一
九
)
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
て
い
る
、
た
い
へ
ん
著
名
な
民
法
学
者
で
す
。

女
子
経
済
専
門
学
校
で
中
間
正

f
に
法
学
を
教
え
た
我
妻
栄
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
令
部
出
身
で
、
東
京
大
学
教
授
や
貴
族
院
議
員
な

展覧会記録(阿部)



大学史資料センタ一報告第33集大学史活動

女学校時代の中田正子 (1928年頃)

女子経済専門学校時代の中回正子 (1932年頃)
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明
治
大
学
入
学

中
田
正
子
が
女
子
経
済
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
時
代
、
女
性

の
大
学
進
学
の
途
は
、

一
般
的
に
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

彼
女
は
日
本
大
学
法
学
部
の
選
科
生
と
な
り
、

一
九
三
四

(昭

和
九
)
年
に
そ
の
課
程
を
修
了
し
ま
す
が
、
正
式
な
学
部
卒
業

生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方、

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年
、
明
治
大
学
に
専
門
部
女

子
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
の
卒
業
生
に
は
明
治
大
学
の

学
部
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
日
本
大
学

で
法
学
を
修
め
て
い
た
中
田
正
子
は
、
同
大
の
課
程
修
了
後

明
治
大
学
専
門
部
女
子
部
三
年
次
に
編
入
学
し
、
翌
年
の
女
子

部
卒
業
と
と
も
に
明
治
大
学
法
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

展覧会記録 (阿部)
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3代目 (1日)記念館 (1931年)



大学史活動第33集大学史資料センター報告

タ

牟
へ
タ
リ
訊
weア此

タ
投
興
ス

昭
和
+
年
三
月

+ 
a 

明

治

大

拳

鱒

a

z
構
湾
総

島
園
開
銀

合
子

aa

3 

専門部女子部卒業証書 (1935年)

明治大学女子部の学友たち (1934年)
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試
験
突
破

一
九
三
七

(昭
和
二
一
)
年
、
中
田
正
子
は
女
性
で
初
め
て

高
等
文
官
司
法
科
試
験
の
論
述
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
年
は
口
述
試
験
で
不
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
再
チ
ヤ

レ
ン
ジ
と
な

っ
た
翌

一
九
三
人

(昭
和
一

三
)
年
の
試
験
で
は
、

見
事
に
論
述
・
口
述
試
験
と
も
突
破
し
、
久
米
愛
、
三
淵
(
旧

姓
武
藤
)
嘉
子
と
と
も
に
女
性
初
の
合
格
者
と
な
り
ま
し
た
。

三
名
は
い
ず
れ
も
明
治
大
学
専
門
部
女
子
部

・
同
法
学
部
出
身

者
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
誕
生
が
現
実
味
を
帯

び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

展覧会記録(阿部)

高等文官司法科試験合格祝賀会 (1938年)
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大学史活動

女
性
弁
護
士
、
誕
生

一
九
四

O
(昭
和
一
五
)
年
、
中
田
正
子
は
弁
護
士
試
補
試

験
に
合
格
、
東
京

・
丸
の
内
に
あ
っ
た
岩
田
宙
造

(元
司
法
大

第33集

臣
)
法
律
事
務
所
に
所
属
し
、
弁
護
士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。彼
女
は
の
ち
に
「
(弁
護
士
と
な

っ
た
)

大学史資料センタ一報告

当
時
は
法
律
そ
の
も
の
が
男
女
不
平
等
で
あ
り
、

一
般
の
意
識

は
男
女
平
等
に
程
遠
い
も
の
で
あ

っ
た
の
に
、
こ
の
よ
う
な
岩

田
先
生
並
に
岩
田
事
務
所
の
雰
囲
気
は
あ
り
が
た
い
も
の
だ
っ

た
」
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。

ま
た
一
方
で
、
「
女
性
を
護
り
た
い
」
と
い
う
使
命
感
か
ら
、

雑
誌

『主
婦
之
友
』
の
法
律
相
談
や
、
明
治
大
学
専
門
部
女
子

部
の
婦
人
法
律
相
談
所
で
、
女
性
の
相
談
者
を
対
象
と
し
た
仕

事
に
も
従
事
し
ま
し
た
。

弁護士開業当初の中田正子 (昭和10年代なかば)
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妻
と
し
て
、
母
と
し
て

試
補
修
習
中
で
あ

っ
た

一
九
三
九

(昭
和

一
四
)
年
、
中
田
正
子
は
鳥
取

県
出
身
の
中
田
吉
雄
と
結
婚
し
ま
し
た
。

一
九
四
五

(昭
和
二
O
)
年
、
中
田

正
子
は
鳥
取
県
で
療
養
し
て
い
た
吉
雄

の
も
と
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
東
京
で
の
弁
護
士
生
活
が
軌
道
に

乗
り
始
め
た
矢
先
の
こ
と
で
、
た
い
へ

ん
大
き
な
決
断
で
し
た
。

戦
後
、
吉
雄
は
鳥
取
県
会
議
員
か
ら

参
議
院
議
員
と
政
治
家
の
途
を
進
み
ま

し
た
。
彼
女
も
生
活
の
基
盤
を
鳥
取
県

に
置
く
こ
と
を
決
意
し
、
政
治
家
の
妻

と
し
て
夫
を
支
え
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、

展覧会記録 (阿部)

彼
女
は
子
ど
も

・
孫
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
彼
女
の
日
記
や
子
ど
も
・
孫
に
宛

て
た
手
紙
か
ら
は
、
子
ど
も
や
孫
の
成

長
を
喜
ぶ
よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
す
。

家族写真(国会前) (1957年)
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大学史活動

中
田
正
子
法
律
事
務
所

一
九
四
八

(昭
和
二
三
)
年
、
中
田
正
子
は
鳥
取
県
弁
護
士
会

に
所
属
し
ま
し
た
。
当
初
は
夫

・
吉
雄
の
郷
里
で
あ
る
若
狭
町
を

第33集

中
心
に
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
年
、
中
田
正
子
は
鳥
取
市
馬
場
町
に

大学史資料センタ一報告

「
中
田
正
子
法
律
事
務
所
」
を
開
業
し
、
拠
点
を
移
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
事
務
所
の
場
所
は
か
つ
て
武
家
屋
敷
が
立
ち
並
ん
で

い
た
地
域
で
、
明
治
大
学
創
立
者
岸
本
辰
雄
の
生
家
に
も
程
近

い
と
こ
ろ
で
す
。

事
務
所
内
に
は
、
法
律
関
係
の
書
籍
や
書
類
、
人
権
問
題
や
裁

判
問
題
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
記
事
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
お
り
、
彼

女
の
熱
心
な
研
究
姿
勢
の

一
端
が
う
か
が
え
ま
す
。

-196一

事務所内で (1991年)



功
労
者
中
田
正
子
が
生
ま
れ
、
前
半
生
を
過
ご
し
た
明
治
末
期

か
ら
昭
和
戦
前
期
は
、
法
制
的
に
も
社
会
的
に
も
男
尊
女

卑
の
時
代
で
し
た
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
彼
女
は
明
治
大
学
専
門
部
女
子

部
入
学
を
き

っ
か
け
に
弁
護
士
へ
の
途
を
ま
い
進
し
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
な
分
野
で
あ
っ
て
も
開
拓
者
の
苦
労
は
並

大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
お
し
つ
け
の
男
女
平
等
論

を
叫
ぶ
よ
り
、
自
分
の
生
き
方
を
全
う
す
る
方
が
重
要
」

と
、
仕
事
に
励
ん
だ
そ
う
で
す
。

後
年
、
彼
女
の
弁
護
士
と
し
て
の
活
動
は
、
大
き
な
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
鳥
取
県
弁
護
士
会
会
長
、
日
本
弁
護

士
連
合
会
理
事

(一

九
六
九
年
、

い
ず
れ
も
女
性
初
)
就

任
を
は
じ
め
、
お
も
に
鳥
取
県
内
で
要
職
を
歴
任
し
ま
し

た
。
ま
た
、
藍
綬
褒
章

(一

九
七
四
年
)
、
勲
四
等
瑞
宝

展覧会記録 (阿部)

章
(
一
九
八
一
年
)
も
受
章
し
ま
し
た
。

叙勲記念写真 (1981年)
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大学史資料センター報告第33集大学史活動

明
治
大
学
女
子
部

女子部校舎 (1929年)

女子部模擬裁判 (1931年)

。。
口百



展覧会記録(阿部)

「中田正予展一明治大学が生んだ日本初の女性弁議士一」関係年表

年 年齢 出 来 事

1881年 明治14年 明治法律学校(明治大学の前身)創立(1月)

1903年 明治36年 専門学校令に基づいて「明治大学」と改称

1910年 明治43年 。中田正子誕生(現在の東京都文京区、 12月)
1920年 大正9年 10 

大学令に基づく明治大学認可 (2月)

明治大学校歌公示

1923年 大主12年 13 東京府立第一高等女学校入学 (4月)

1928年 昭和3年 18 女子経済専門学校入学 (4月)

1929年 昭和4年 19 明治大学専門部女子部開校

1931年 昭和6年 21 日本大学法学部に選科生として入学(4月)

1934年 昭和9年 24 
日本大学法学部選科生の課程を卒業

明治大学専門部女子部3年次に編入学

1935年 昭和10年 25 明治大学専門部女子部卒業 (3月)、同法学部に進学

1937年 昭和12年 27 高等文官司法科試験の筆記試験のみ合格(女性初)

1938年 昭和13年 28 高等文官司法科試験に合格(女性初)

1939年 昭和14年 29 
弁護士試補修習が始まる

中国吉雄と結婚

弁護士試補試験合格、.iE式に弁護士となる(女性初)

1940年 昭和15年 30 
第一束尽弁護士会に登録 (7月)

(この年)r主婦之友』に法律相談記事連載開始、明治大学専門部
女子部「婦人法律相談所」で法律相談担当

1941年 昭和16年 31 太平洋戦争開戦

1944年 昭和19年 34 明治大学専門部女子部が明治女子専門学校となる

1945年 昭和20年 35 
鳥取県八頭郡若桜町に移住(4月)

終戦(8月)

1946年 昭和21年 36 長女誕生(10月)

1948年 昭和23年 38 鳥取県弁護士会に入会

次女誕生(1月)

1949年 昭和24年 39 新制明治大学発足

日本弁護士連合会発足

1950年 昭和25年 40 
明治大学短期大学発足(明治女子専門学校等の後身)

鳥取市内に「中間正予法律事務所J開業
1951年 昭和26年 41 長男誕生 (3月)

1952年 昭和27年 42 鳥取家庭裁判所調停員就任

1969年 昭和44年 59 
鳥取県弁護士会会長就任(女性初)

日本弁護士連合会理事就任(女性初)

1974年 昭和49年 64 藍綬褒章受章

1981年 昭和56年 71 勲四等瑞宝章受章

1985年 昭和60年 75 夫・中国吉雄死去

1986年 昭和61年 76 労働相から鳥取機会均等調停委員委嘱

2002年 平成14年 92 死去(10月)

(参考文献)r明治大学小史j(学文社、2010年)、『日本初の女性弁護士中田正子J(鳥取市歴史博物館、
2006年)

(注)年齢はその年に迎える満年齢
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‘1938年 {昭和13)年11月2日 東京日日新聞
『女弁護士初めて誕生 喜びの三人 中に皇軍勇士の夫人もJ

大学史資料センタ一報告
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展覧会記録(阿部)
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企 1938年(昭和13)年11月2日 朝日新聞 「・法服・を彩る紅三艶・女性の法律問題は女性が "'"題土鼠験 初の集冠J
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